
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月
２
１
日
で
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
が
解
除
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
者
数
は
１
日
２
０
０

人
、
３
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
収

ま
る
様
子
を
み
せ
ま
せ
ん
。 

自
宅
待
機
者
は
２
，
０
０
０
人

を
超
え
、
施
設
療
養
、
入
院
し
て
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す
。
検
査
が
足
り
ず
増
や
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
内
６
１
か

所
の
医
療
機
関
、
３
２
カ
所
の

薬
局
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
て

無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
検
査
キ
ッ

ト
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
２
０
代
未
満
の
感
染
者
が

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
介

護
施
設
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た

検
査
を
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

学
校
に
も
広
げ
、
感
染
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。 

暮
ら
し
支
え
る
制
度
の
活
用
を 

 
コ
ロ
ナ
禍
で
暮
ら
し
が
厳
し

く
な
っ
た
世
帯
へ
の
給
付
事
業

と
し
て
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
（
給
付
率
９

９
％
）
や
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

（
給
付
率
約
８
４
％
を
見
込

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
、
１
０
代
か
ら
の
感
染
拡
大
も 

検
査
体
制
等
を
す
す
め
、
感
染
抑
止
を 

む
）
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
給
付
に
つ
い
て
は

家
計
急
変
世
帯
の
方
は
申
請
が
必

要
で
す
。
対
象
に
な
る
か
お
問
い

合
わ
せ
を
。 

☎ 

０
１
２
０-

２
５
５-

３
６
２ 

持
続
で
き
る
住
民
対
応
を 

 

最
前
線
で
対
応
に
あ
た
る
保
健

所
職
員
は
「
１
人
当
た
り
月
の
平

均
超
過
勤
務
時
間
は
お
よ
そ
（
労

働
基
準
法
上
残
業
時
間
上
限
の
）

４
５
時
間
（
３
月
議
会
代
表
質
問

時
点
）
」
で
す
。
他
部
所
か
ら
応

援
を
増
員
し
、
新
年
度
か
ら
新
た

な
職
員
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
が

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
給

付
金
事
業
の
申
請
や
問
い
合
わ
せ

な
ど
、
新
た
に
始
ま
っ
た
事
業
へ

の
対
応
や
、
保
健
所
へ
の
応
援
派

遣
の
た
め
、
他
部
所
の
業
務
に
も

影
響
が
で
て
い
ま
す
。
住
民
要
望

に
応
じ
る
た
め
に
は
余
力
の
あ
る

人
員
体
制
が
必
要
で
す
。 

い
る
方
は
１
５
０
人

で
す
。 

５
歳
か
ら
１
１
歳

の
子
ど
も
を
含
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象

者
約
３
３
万
人
の
う

ち
、
す
で
に
１
５
万

人
以
上
が
３
回
目
の

接
種
が
済
ん
で
い
ま

す
。
１
週
間
の
感
染

者
数
１
，
５
０
０
人

に
対
し
、
検
査
は
週

２
，
５
０
０
回
で

感染者数 ２３，４４０人 

回復者数 ２１，０９７人 

     （４月３日現在） 



 

 

「
民
主
市
政
を
め
ざ
す

越
谷
市
民
の
会
」
の
総
会

が
、
３
月
２
３
日
に
中
央

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。 ①

自
民
党
市
政
の
復
活

を
許
さ
な
い
と
い
う
立
場

で
福
田
晃
氏
と
９
項
目
の

協
定
を
結
び
、
新
市
長
誕

生
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
②

小
中
一
貫
校
３
学
園
構
想

な
ど
の
問
題
で
、
賛
成
し

か
ね
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
、
な
ど
が
総
括
さ
れ
ま

し
た
。
合
意
９
項
目
の
政

策
の
具
体
化
が
、
活
動
の

主
な
柱
に
な
り
ま
す
。 

新
役
員
が
選
ば
れ

、

「
越
谷
市
学
校
図
書
館
を

考
え
る
会
」
が
幹
事
に
加

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 総

会
に
先
立
ち
、
佐
々

木
新
一
弁
護
士
に
よ
る
憲

法
問
題
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
突

然
戦
争
が
始
ま
っ
た
よ
う

に
、
台
湾
有
事
も
国
民
が

知
ら
な
い
う
ち
に
始
ま
る

危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
向
け
た
憲
法
改
正
が

狙
わ
れ
て
い
る
」
と
の
話

し
で
、
怖
い
段
階
に
来
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。 

会
長 

大
里
総
一
郎 
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３
月
１
８
日
、
冷
た
い

雨
が
降
る
中
、
大
勢
が
田

川
実
党
国
際
委
員
会
事
務

局
長
の
講
演
に
耳
を
傾

け
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。 

プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
二

度
の
世
界
大
戦
が
も
た
ら

し
た
国
連
憲
章
や
そ
の
後

の
国
際
人
道
法
、
友
好
関

係
原
則
宣
言
な
ど
、
世
界

各
国
の
多
年
の
努
力
に

よ
っ
て
確
立
し
た
『
原
則

「
武
力
の
不
行
使
」
の
国

際
ル
ー
ル
』
に
違
反
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。 そ

も
そ
も
ロ
シ
ア
の
侵

略
の
根
底
に
は
「
大
国
主

義
・
覇
権
主
義
」
が
あ

る
、
と
の
解
説
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

国
連
で
二
度
の
ロ
シ
ア

非
難
決
議
が
あ
っ
て
も
ロ

シ
ア
は
攻
撃
を
止
め
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
「
力
に
は

力
だ
」
と
の
論
を
聞
き
ま

す
。
こ
れ
は
歴
史
を
逆
戻

り
さ
せ
る
も
の
で
、
容
認

で
き
ま
せ
ん
。 

憲
法
９
条
を
生
か
し
た

外
交
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
や
め
よ
」
の
世
論
と
運

動
で
ロ
シ
ア
を
包
囲
す
る

こ
と
が
、
憲
法
９
条
を
持

つ
国
民
の
責
務
だ
と
考
え

ま
す
。 

越
谷
革
新
懇 

米
川
覚 

９
項
目
政
策
の
具
体
化
を 

  

「
民
主
市
政
の
会
」
が
総
会

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
学
習
会
で
考
え
た
こ
と
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リ
レ
ー
コ
ラ
ム
⑲ 

『
女
』 

ー
苦
悩
と
希
求
と
ー 

◆
跪
き
両
腕
は
背
後
に
ま
わ
さ
れ
、
中
心
軸
は
や
や
回
旋
す

る
。
そ
の
胸
は
突
き
出
さ
れ
、
頚
部
を
経
て
上
向
く
頭
部
へ

と
移
行
す
る
。
時
代
と
い
う
台
座
に
固
定
さ
れ
な
が
ら
も
そ

こ
か
ら
の
離
脱
、
解
放
さ
れ
る
日
々
へ
の
希
求
◆
碌
山
荻
原

守
衛
の
生
涯
は
僅
か
三
二
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
欧
米
で
の

習
作
時
代
を
経
て
『
労
働
者
』
の
他
は
持
ち
か
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
信
州
穂
高
の
碌
山
美
術
館
の
小
フ
ロ
ア
ー

に
展
示
さ
れ
る
十
数
点
が
現
存
す
る
作
品
の
全
て
で
あ
る
▼

絶
作
『
女
』
は
、
新
宿
「
中
村
屋
」
創
業
者
相
馬
愛
蔵
の
妻

黒
光
（
こ
っ
こ
う
）
が
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
黒
光
と

の
関
わ
り
は
故
郷
穂
高
時
代
に
遡
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

決
し
て
成
就
で
き
な
い
関
係
に
あ
っ
た
◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
概
念
な
ど
到
底
存
在
し
な
い
時
代
の
中
で
も
が
き
苦
悩

し
、
そ
れ
で
も
な
お
希
求
す
る
象
徴
と
し
て
の
『
女
』
で

あ
っ
た
。
碌
山
の
制
作
動
機
は
黒
光
へ
の
激
し
い
思
慕
と
い

う
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
作
品
は
個
人
的
モ
チ
ー
フ

を
昇
華
し
時
代
の
本
質
に
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
◆
碌
山
荻
原

守
衛
の
『
女
』
か
ら
百
五
十
年
余
を
経
た
今
日
日
本
の
女
性

た
ち
は
、
台
座
か
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
だ
ろ

う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
蒲
生
南
町 

中
西
櫂
】 

 

水
道
議
会
予
算
審
議 

３
月
２
２
日
、
越
谷
・

松
伏
水
道
企
業
団
議
会
が

開
催
さ
れ
、
党
市
議
団
か

ら
は
山
田
大
助
・
大
和
田

さ
と
し
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
新
年
度
予
算
案

で
、
党
市
議
団
は
、
県
が

供
給
す
る
水
の
値
上
げ
計

画
の
影
響
に
つ
い
て
質
疑

し
ま
し
た
。 

 

県
内
の
水
道
事
業
の
ほ

と
ん
ど
は
、
県
か
ら
水
を

購
入
し
て
配
水
し
て
い
ま

す
。
同
企
業
団
も
、
約
９

割
が
県
水
で
す
。
県
は
今

後
の
５
カ
年
計
画
で
、
約

２
０
％
の
値
上
げ
を
試
算

し
て
い
ま
す
。
県
水
の
値

上
げ
は
、
水
道
利
用
者
の

料
金
値
上
げ
に
直
結
し
か

ね
ま
せ
ん
。
水
道
は
公
営

企
業
と
し
て
、
い
の
ち
と

く
ら
し
を
守
る
大
事
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。
水
道
利

用
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
し
て
、
誰
も
が
十

分
に
利
用
で
き
る
こ
と
が

大
前
提
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
①
県
に

対
し
て
県
水
値
上
げ
を
抑

え
る
努
力
を
求
め
る
こ
と

②
企
業
団
と
し
て
値
上
げ

し
な
い
姿
勢
を
示
す
こ

と
、
を
求
め
ま
し
た
。 

 

企
業
長
は
、
「
新
年
度

す
ぐ
さ
ま
値
上
げ
と
い
う

通
知
は
き
て
い
な
い
」
と

し
た
う
え
で
、
①
企
業
会

計
で
独
立
採
算
②
受
益
者

負
担
の
原
則
、
な
ど
と
水

道
事
業
に
本
来
求
め
ら
れ

る
理
念
や
役
割
に
そ
ぐ
わ

な
い
答
弁
を
し
ま
し
た
。 

2022 年 4 月 10 日      新こしがや         №1391 

県
水
値
上
げ
の
影
響
を
指
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消費税は５％に減税を 

 4月 1日、越谷駅で「消費税廃

止をめざす連絡会」が「消費税

を 5％に引き下げ、景気回復を」

と宣伝しました。 

お
知
ら
せ 

 

◆
市
党
宣
伝
行
動 

日
時 

４
月
２
０
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
～ 

場
所 

越
谷
駅 

 

◆
消
費
税
廃
止
連
絡
会
宣
伝 

日
時 

４
月
２
５
日
（
月
） 

 
 

 

午
後
５
時
～ 

 

場
所 

北
越
谷
駅 

 

◆
梅
村
さ
え
こ
市
党
宣
伝 

日
時 

４
月
２
６
日
（
火
） 

 
 

 

午
前
７
時
～ 

場
所 

新
越
谷
・
南
越
谷
駅 

 

◆
参
院
選
勝
利
め
ざ
す 

 
 

 
 

党
決
起
集
会 

日
時 

４
月
２
９
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
２
時
～ 

 

場
所 

中
央
市
民
会
館
４
階 

弁
士 

梅
村
さ
え
こ
参
院
埼
玉

選
挙
区
予
定
候
補 

3・27 党街頭演説 

 3 月 27 日、浦和駅で志位委員

長を迎え、街頭演説がひらかれ

ました。市内各地でもオンライ

ン視聴会がおこなわれました。 

小学校、学童保育室を視察 

 3 月 28 日、党市議団は市民と

党が反対する、小中一貫校整備

に関わって蒲生小学校仮設校舎

（写真上）を視察しました。同

日、レイクタウン地域の児童増

により 180人定員（90人×2室）

の大規模となった大相模小学童

保育室（写真下）を視察しまし

た。 

 

 


